































































１　　わが意志に今は従う左右の足のばしちぢめてこしこし洗ふ           　　　　　　　　（安田純生）




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←ずんずん   
３　　海鳥の羽先はさはさ拡げつつ果てなく海を抱かむとせり         　　　　　　　　　（春日真木子）
             　     　　←ばさばさ                                      
４　　ぷらぷらになることありてわが孫の斎藤茂一路上をあるく　         　　　　　　　　（斎藤茂吉）
　　　　←ふらふら                                       
５　　大きなる椿ほたりと落ちしなり吃驚するな東京の子供               　　　　　　　　　（北原白秋）
             　     　　←ぽたり                               　         
６　　眼さきに片手さし寄せしぱしぱと見入るならひもおのづとなりぬ   　　　　　　　　（北原白秋）






















　　　　　　　　例３                      ハ行対バ行／　パ行
　　　　　　　　　４                      パ行対ハ行／　バ行











２．２　音位転換                                      
７　　夕闇の路の面がたぴたぴと我が足裏に呼応せりけり　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤通雅）



















































































15 の「びりりびりり」は 14 とは異なり、「びりびりする」のが続くことを表す。既存のオノマトペには「ひ
りり」などがある。このように「り」を添加すると比較的短時間の動作を表す時には合わなくなる。たと














19　　君は信じるぎんぎんぎらぎら人間の原点はかがやくという噂を　   　　　　　　　（佐々木幸綱）
20　　君を打ち子を打ち灼けるごとき掌よざんざんばらんと髪とき眠る      　　　　　　　（河野裕子）
21　　ばらりずんと恋い失ひし四月馬鹿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒崎和子）
22　　がぼごぼと泉湧きをり通り雨                                    　　　　　　　　　　　　（矢田常次郎）



































25      しじみ蝶ちりちりと飛び地に低しもとより汝もうたかたのもの　　　　　　　　（蒔田さくら子）
　ひりひりとする、～と痛む → ～と匂う                                   
26      ひりひりと石の匂ふや実朝忌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栗島弘）
　ぎくしゃくとする、～と回る → ～と降る
27      ぎくしゃくと雨は降るなり白袈裟の若法師らが縦列に来る　　　　　　　　　　　　（河野裕子）
　きしきしときしむ → ～とゆるめる
28      きしきしと牡丹莟をゆるめつつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山口青邨）
　ぎくぎくとする → ～と書く
29      ぎくぎくと子が書き終へし履歴書の余白の多さ若いなり二十一　　　　　　　　　　（河野裕子）
　ぴしと当たる → ～と凍る
30      みちのくの林檎歯に当つくれなゐの一つぴしと雪凍る音　　　　　　　　　　　　（馬場あき子）
　（胸が）きゅんとする → ～と泣く
31　　そのままを告げよとならば声あげてきゆんと泣きたき思ひと言はむ　　　　　　　　（大西民子）
　たらりと下がる、たれる → ～と眠る 
32　　電車にてたらりと眠りいる女鼻の頭が光っておるよ　　　　　　　　　　　　　　　（阿木津英）









36      君は蹴る父の扉をさんさんと蹴れば新鮮な肉の傷みよ　　　　　　　　　　　　　（佐々木幸綱）
　しんしんと（夜が）更ける　→　～と碧い
37      しんしんと肺碧きまで海の旅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（篠原鳳作）
　こつんとあたる　→　～と来る
38      しろい昼しろい手紙がこつんと来ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤木清子）
　うすうすとわかる　→　～逝く
39      牡蠣くうやその夜うすうすと人逝けり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（赤尾兜子）
　とくとくと流れる　→　～匂う



















ＡＢ型は 419 語で全体の約 1/4 を占めている。大坪（1989）によれば、収集した短歌の中に表れるオノ
マトペ 285 語のうち、単純反復型（ＡＢＡＢ型の他、ＡＢＣＡＢＣ型など）は 160 語（56.3％）、俳句




以下の 43 ～ 50 は動詞からの派生、43 ～ 49 はイ形容詞、50 はナ形容詞からの派生である。ここまで
はいずれもＡＢＡＢの形態で、動詞の語頭から２音節をとり、繰り返している。
43      鳥の目はまどかなれどもものいはずくいくいと見て見ぬふりをする　　　　　　　　（今村寿美）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←食い入る                 
44　　熱高き身のたゆたゆと息あえぐこの感覚を歌にせんかな　　　　　　　　　　　　　（武川忠一）
　　　　　　　　　←たゆたう                                       
45　　何を着て何を拾はむ思ふともあなおぼおぼとこの老いし脈　　　　　　　　　　　（小市巳世司）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←おぼめく（古語）、おぼろげな    
46　　おもおもと日を量りゐる遅桜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（進藤一考）
　　　　←重い                                                         
47　　さびさびと瞳に浮かぶものの影豊原の街に帰り来たりぬ　　　　　　　　　　　　　（土岐善麿）
　　　　←さびしい                                                    
48　　とほどほに波寄る浜は恋ほしくて風に流らふしぐれの雨は　         　　　　　　　　（柴生田稔）




　　　　　　　　←うぶな                                           
次の 51 はただ拍数を整えるためだと思うが、ＡＢＡＢＡＢの形と３回繰り返している。52 はＡＢＣ
ＡＢＣなどの形態で動詞からの派生、53 は古語、形容動詞からの派生、54 ～ 55 と 49´ は名詞からの派
生ととれる。
51　　せいねんののつぺらぼうのづうたいがゆわゆわゆわとつどふ　　　　　　　　　　　（時田則雄）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←結わえる               
52　　白鳥のたゆたたゆたと帰りけり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辻桃子）
　　　　　　　←たゆたう     
53　　白菜やほがらほがらと鴉鳴き                                       　　　　　　　　　　　　　（中拓夫）
　　　　　　　←ほがらなり　（古語）                                    
54　　一碗にはいく粒の飯があるのだらうつぶりつぶりと噛みながら泣く　　　　　　　　（河野裕子）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　← 粒                       
55　　八手葉に雀衝撃して飛ぶや路地の翳りりりと寒けれ           　    　　　　　　　　　（坪野哲久）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←凛凛たる  （古語）    
49´ 　　新春の今朝たてまつる豊御酒のとよとよとありてまたたのたのと　　　　　　　　　（北原白秋）
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